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広報うおづ (2)

特

別

表

彰

金2

光ミ

く

に

ぞ

う

邦

三

さ

ん

(
m
m
歳

神
戸
市
東
灘
区
御
影
山
手
ニ
ム
二
1

六

本
市
芸
術
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ

た

平成2年11月

23名の方がたと1団体に決まり、
行われます。

b
q
L
E
J
z
s
z
a
J
F
a
g砂
色

q
p白
q
b
E
J
F
b
z
b
J
Z
ι
S
F
aぽ
z
E
d
p
b
z
b
d予
b
J
F
S
Z
6
q
u
E
J
Z白
苛
砂

8
1
E
J
Z
S
F。
ぽ

L
E
J
Zね
ず

E
J
z
b
J
z
a
q
，

永
年
に
わ
た
刈
学
校
教
育
の
振
興

影
山
州
島
一
じ一

明

日

官

膨

都

さ

ん

(ω
歳
)

に
尽
く
さ
れ
た

み

よ

し

よ

し

ひ

ろ

=

一

由

義

弘

さ

ん

(
日
歳
)

稗ひ自議 (~品
え治員昭崎市

田22:引SF
清まと前五|台
占 義尽 政年|岡

部は 引治
fT2|功
。一割労
方会

さ
ん

(
必
歳
)

稗
畠
二
、
三
七
五

-・

教

育

功

労

東
尾
崎
五
、
四
九
七
|
二
六

災
害
防
護
功
労

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
消
防
団
に

あ
っ
て
献
身
、
そ
の
職
務
に
精
励
さ

れ
本
市
の
防
災
と
住
民
の
福
祉
増
進

に
尽
く
さ
れ
た
。

関2

口Z

衛

さ

ん

(日
歳

木
下
新
六
、
六
五

経2

i畢5

稔

さ

ん

(貯
歳

浜
経
由
三
、
二
五
二
|
三

さ
ん

(
臼
歳
)

本
町
一
丁
目
六
|
一
四

i畢E

崎3

な

お

た

け

尚

武

さ

ん

(
回
歳

北
鬼
江
三
二

O

I量五

島主

よ
し
の
ぶ

義

信

さ

ん

a歳

蛇
田
五
二
二
|
一

本
町
一
丁
目
一
一
|
一
一
一

松三

雌

長

A
z
t
J
f
6
高

さ
ん

(
臼
歳

川
原

一
五

横
枕
一

、
二
七
二

人
命
救
助
功
労

か

わ

ひ

ら

川

平

た

け

お

武

雄

さ

ん

G
歳
)

大
光
寺
一
、
三
五
七

平
成
二
年
三
月
十
三
日
の
人
命
救

助
行
為
は
、
市
民
の
模
範
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
。

治
安
維
持
功
労

野の

村吉

や

す

の

り

保

徳

さ

ん

a歳

六
郎
丸
一

、
二
四
六

多
年
に
わ
た
り
地
域
の
交
通
安
全
、

防
犯
活
動
の
普
及
推
進
に
努
め
本
市

の
治
安
維
持
に
尽
く
さ
れ
た
。



平成2年の魚津市政功労者か次の
11月2日に魚津市役所で、表彰式が

産
業
経
済
功
労

木2

下主

あ
き
ら
晃

さ

ん

G
歳

平成 2年11月

友
道
一
、
四
八

O

多
年
に
わ
た
り
農
業
共
済
損
害
評

価
委
員
と
し
て
適
正
公
平
な
損
害
評

価
に
努
め
本
市
農
業
の
振
興
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
。

広報うおづ(3) 

文

化

功

労

)II~ 

上2

ま

さ

ひ

ら

政

平

さ

ん

(ω
歳

北
鬼
江
三
五
三
l

三

永
年
に
わ
た
り
能
楽
の
普
及
発
展

に
努
め
関
係
団
体
の
要
職
に
あ
っ
て

後
進
の
指
導
育
成
に
あ
た
り
本
市
芸

術
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
。

鍛力、

，台

貞ご

さ
ん

(
初
歳

江

幡

た

だ

こ

忠

子

さ

ん

(臼
歳

大
字
下
村
木
町
三
、
六
九
一

永
年
に
わ
た
り
茶
道
の
普
及
発
展

に
努
め
関
係
団
体
の
要
職
に
あ
っ
て

後
進
の
指
導
育
成
に
あ
た
り
本
市
芸

術
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
。

浜
経
団
二
ハ

永
年
に
わ
た
り
書
道
の
普
及
振
興

に
努
め
、
後
進
の
指
導
育
成
に
あ
た

り
本
市
芸
術
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ

れ
た
。

庄ミ

作?

さ
ん

(
訂
歳

地
域
医
療
功
労

永
年
に
わ
た
り
医
師
と
し
て
市
民
の

健
康
管
理
の
一
端
を
担
う
と
と
も
に
医
師

会
の
要
職
に
あ
っ
て
そ
の
職
務
に
精
励

さ
れ
地
域
医
療
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

谷

越

米

山

東
城
七
一

多
年
に
わ
た
り
新
川
森
林
組
合
総

代
と
し
て
林
業
経
営
の
合
理
化
と
林

業
産
地
の
団
体
化
に
努
め
本
市
林
業

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

平

井

と

も

ひ

ろ

基

弘

さ

ん

(
ね
歳

末
広
町
八
|
五

d‘ 

ひ
ろ
し
弘

さ

ん

(目立戚

釈
迦
堂
一
丁
目
二
|
一
八

多
年
に
わ
た
り
鮭

・
鮎
の
人
口
ふ

化
技
術
の
研
究
と
向
上
に
努
め
本
市

水
産
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

宮ネ

本2

ふ
み

お

文

雄

さ

ん

(η
歳

新
角
川
一
丁
目
七
|

体

育

功

労

寺

崎

き

ん

じ

欣

次

さ

ん

(
百
歳

上
口
二
丁
目
一
六
|
二

多
年
に
わ
た
り
本
市
体
育
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

林~(厚

生
事
業
功
労

販

売

さ

ん

a歳

友
道
一
、
三
一
七

多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
法
人
新

川
老
人
福
祉
会
の
要
職
に
あ
っ
て
老

人
福
祉
施
設
の
整
備
拡
充
や
在
宅
福

祉
に
意
を
注
ぎ
、
本
市
老
人
福
祉
の

増
進
に
尽
く
さ
れ
た
。

魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズク
ラ
フ

昭
和
五
十
六
年
か
ら
「
愛
の
献
血

運
動
」
を
推
進
し
、
献
血
事
業
の
拡

大
に
大
き
な
貢
献
を
す
る
と
と
も
に

地
域
の
奉
仕
活
動
を
行
い
本
市
の
厚

生
福
祉
事
業
の
増
進
に
尽
く
さ
れ
た
。



秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
日
月

9
日
(
金
)
か
ら
同
日
(
木
)
ま
で
、

「
ま
ず
消
そ
う
火
へ
の
鈍
感
無
関
心
」
を
統
一
標
語
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
内
で
は
、
今
年
の

1
月
か
ら

9
月
末
ま
で
に

M
件
の
火
災
が
発
生
し
、

4
人
の
方
が
や
け
ど
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
れ
か
ら
は
日
毎
に
寒
く
な
り
ま
す
が
、
ス
ト
ー
ブ
・

電
気
ご
た
つ
の
消

し
忘
れ
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
か
ら
大
惨
事
を
引
き
起
し
か

ね
ま
せ
ん
。
火
の
怖
さ
や
万
一
の
応
急
措
置
に
つ
い
て
、
家
庭
・
地
域
・
職

場
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

(4) 広報うおづ平成 2年11月

-
寝
た
き
り
又
は
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
、
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心

と
し
た
防
火
安
全
指
導
の
徹
底

・
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

.
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

・
百
貨
庖
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
庖
等
不

特
定
多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
防

火
対
象
物
に
係
る
防
火
安
全
の
確

保

-
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
等
自
力
避

難
が
困
難
な
者
が
多
数
入
所
し
て

い
る
施
設
に
お
け
る
防
火
安
全
の

徹
底

⑨
消
防
訓
練

V
と
き
日
月
日
日
(
日
)

午
後
l
時
加
分

V
と
こ
ろ
川
の
瀬
団
地
周
辺

な
お
、
訓
練
時
に
は
、
一
般
道
路

を
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン
を
吹
き
鳴
ら

し
、
放
水
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑩
防
火
推
進
地
区
の
防
火
指
導

V
と
き
日
月
日
日
(
日
)

午
前
9
時
初
分

V
と
こ
ろ
晴
海
ケ
丘
地
区

⑨
小
学
生
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
示

V
と
き
運
動
期
間
中

V
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

⑩

一
人
暮
ら
し
老
人
防
火
査
察

運
動
期
間
中
、
防
火
査
察

・
指
導

に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
消
防
署
で
は
、
町
内
会
や
婦
人
会

…災
ぬ
…繍
…邸
……………

一…
ア
つ
の
ポ
イ
ン
ト

昭
和

ω年
1
月
か
ら
今
年
の

9

月
末
ま
で
に
、
間
件
の
火
災
が
発

生
し
、
こ
れ
ら
の
原
因
の
う
ち
「火

の
用
心

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
関

係
す
る
火
災
が
日
件
発
生
し
て
い

ま
す
。

1
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
。
(
日
件
)

2
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は
、
そ

の
場
を
は
な
れ
な
い
。
(
日
件
)

3
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。
(
9
件
)

4
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。
(
8
件
)

5
、
煙
突
の
貫
通
部
は
、
可
燃
物

か
ら
十
分
は
な
す
。
(
8
件
)

6
、
子
供
は
、
マ

ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。
(
5
件
)

7
、
風
の
強
い
時
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。
(
3
件
)

な
ど
に
対
し
、
防
火
訓
練
や
防
火

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

E
M
1
0
2
9
5
 

三

一

向島
μ

!

?の必
縁
!

日
月
9
日
は
二
一
九
番
の
日
」

で
す
。
「
一
一
九
番
」
に
通
報
す
る
と

き
は
、
次
の
要
領
で
、
落
ち
着
い
て

ハ
ッ
キ
リ
と
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

V
火
事
か
救
急
か

V
場
所
(
住
所
)
は

V
大
き
な
目
標
は

V
何
が
燃
え
て
い
る
の
か
(
病
人

・

け
が
人
の
状
態
は
)

V
通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号
は

火
災
の
情
報
・
当
番
医
の

問
い
合
わ
せ
は

g
nー
6
6
9
9

「
一
一
九
番
」
は
火
事
・救
急
・
救
助

の
通
報
専
門
電
話
で
す
。
火
災
の
情

報
や
当
番
医
(
日
曜
日

・
祝
祭
日
)
の

問
い
合
わ
せ
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
テ
レ
ホ
ン
ガ

イ
ド
「
辺
l
6
6
9
9
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。



国
税
庁
で
は
、

『
こ
の
社
会
あ
な

ミ
ヌ
魚
津
ス
リ
ー
ク
イ
ー
ン

た
の
税
が
い
き
て
い
る
』
を
ス
ロ
ー

色

、
-
に
よ
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ガ
ン
に
、
今
年
も
日
月
日
日
(
日
)
カ

ら
げ
日
(
土
)
ま
で
を
「
税
を
知
る
週

間
」
と
し
、
特
に
今
年
は
「
暮
ら
し

を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
く

国
民
の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割

を
正
し
く
理
解
し
認
識
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
全
国
的
に
各
種
の
行
事

を
行
い
ま
す
。

魚
津
市
内
に
お
け
る
主
な
行
事
は

次
の
と
お
り
で
す

こ
の
機
会
に
お
出
か
け
に
な
り
、

税
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

、ふ向炉~ -:;“日 叫昌三(ft，t11J.骨ト
ご())社会みちたの殺がL、きτいる

平成2年11月広報うおづ(5) 

。
と

日
月

9
日
(念

U
時
ぬ
分

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

き

議 守
島 三
ブ小 三
フ学
ス校
パ児
ン童
ドlこ
演よ
奏る
4与
:D;: 

:-;-.:納 空
税3 7 5示三
暮書 ヲ実三
ら道 ジの
し展 オと魚 11

の及 )三空 3
中び ぺ手品
の サプ§
税 テラ 15
& ラザ時

麗 j前 i

。
と

き

日
月
刊
日
(土
)
1
日
日
(
念

。
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

ー
、
市
内
小
学
五
年
生
の
書
道
「
笑

顔
で
納
税
」

応
募
作
品
の
展
示

2
、
国

・
県

・
市
の
各
種
ポ
ス
タ
ー

の
展
示

3
、
暮
ら
し
の
中
の
税
金
資
料
展
示

4
、
地
酒
展
示
、
試
飲

γ

・臨
時
税
務
相
談
所
の
開
設

O
シ

」

美

C

。
と

き

O
と
こ
ろ

日
月
日
日
(
木
)
・
日
日
(
念

午
前
日
時

1
午
後

4
時

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

⑨ 

⑧ 

年
末
調
整
の
必
要
性

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
か
ら
毎
月

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一
年
間

の
合
計
額
と
一
年
間
の
給
与
総
額
に

対
す
る
正
し
い
税
額
と
は
、
次
の
理

由
で
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

①
年
の
中
途
で
出
産
等
に
よ
り
扶

養
人
数
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。

②
老
人

・
障
害
者
・
生
命
保
険
料

等
の
控
除
は
年
末
調
整
で
引
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

③
毎
月
引
か
れ
て
い

る
税
額
は
給

与
が
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て

計
算
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
に

給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
、

過
不
足
額
を
精
算
す
る
の
が
年
末

調
整
で
す
。

い士
ま先北
( す生 陸
魚 。に税

津 よ理
税る士
務無会
署料魚
提税津
供務支
) 相部

談の
を税
行理

平〈税家 し

成だ務屋平 台
3 さ課(成 リ
年い資建 2 三ら
度 。産物年 ，...';:_
も届税)中 ふん~J

そ出係はに 労し
のをま 、と 三定
まさで早り 主語
まれ届急こ川宝
家な出にわ (J)
屋いを市き屈
にとし役れそ:;;
課、て所た μ』
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年
末
調
整
は
「
扶
養
控
除
等
の

申
告
書
」
「
保
険
料
控
除
等
の
申

告
書
」
「
配
偶
者
特
別
控
除
の
申

告
書
」
等
を
勤
務
先
に
提
出
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
本
年
の
年
末
調
整
で
は
、

生
命
保
険
料
な
ら
び
に
損
害
保
険

料
控
除
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

説
明
会
に
必
ず
出
席
を
グ

年
末
調
整
に
つ
い
て
の
詳
し
い

説
明
会
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す

の
で
事
業
所
の
給
与
担
当
の
方
は
、

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

。
と

き

け

月

初

日

(

水

)

法
人
・団
体

1

・

国

人

午

前

9
時
却
分

1

0
と
こ
ろ

魚
津
市
民
会
館

1
階
大
ホ
l
ル

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

0
問
合
せ
先

市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

E
n
|
2
2
0
0
内
線
問
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高
齢
者
の
施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス

ー
老
人
ホ

l
ム

|

老
人
ホ

l
ム
は
、
身
体
や
家
庭
の
事
情
な
ど
で
自
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が

困
難
な
お
年
寄
の
方
が
安
心
し
て
老
後
の
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
食

事
や
身
の
回
り
の
お
世
話
を
す
る
社
会
福
祉
施
設
で
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

(
A
型
、
B
型
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

)、

有
料
老
人
ホ

l
ム
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
軽
費
老
人
ホ

l
ム
B
型
と
有
料
老

人
ホ
ー
ム
は
現
在
、
県
内
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
;
=
S
F
;
:
・

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
入
所
で

養
護
老
人
ホ

l
ム

t

a
ι
d
a
m
a
-
-
d
J

き
る
施
設
で
、
新
川
ヴ
ィ

l
ラ
(
定

員
削
人
)
を
は
じ
め
県
内
に

M
カ
所

あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
侃
歳
以
上
の
人
で
、

歩
行
、
食
事
、
入
浴
等
の
日
常
生
活

の
大
半
が
自
分
で
で
き
ま
す
が
、
経

済
的
事
情
や
住
宅
事
情
な
ど
で
家
族

と
同
居
で
き
な
い
人
が
入
所
で
き
る

施
設
で
、
県
内
に

4
ケ
所
あ
り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ

I
ム

原
則
と
し
て
臼
歳
以
上
の
人
で
、

身
体
や
痴
呆
等
精
神
上
の
障
害
に
よ

り
、
歩
行
、
排
池
、
食
事
、
入
浴
等

の
日
常
生
活
の
大
半
に
常
時
介
護
を

必
要
と
し
、
市
が
実
施
し
て
い
る
各

種
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

も
な
お
、
家
庭
で
十
分
な
介
護
を
受

じ軽
費
老
人
ホ

l
ム

原
則
と
し
て

ω歳
以
上
の
心
身
と

も
に
健
康
な
人
で
、
身
よ
り
が
な
い

と
か
、
い
ろ
ん
な
事
情
で
家
庭
生
活

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
が
入
所
で

き
る
施
設
で
、
新
川
ハ
イ
ツ
(
定
員

印
人
)
を
は
じ
め
県
内
に

2
ケ
所
あ

り
ま
す
。
ケ

ア

J、
ウ

ス

新
し
い
形
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
、

魚
津
ハ
ウ
ス

(
定
員
印
人
)
が
、
県

内
で
初
め
て
今
年
度
建
設
さ
れ
ま
す
。

ω歳
以
上
で
、
身
体
機
能
の
低
下

等
が
認
め
ら
れ
、
又
は
高
齢
等
の
た

め
独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不
安
が

認
め
ら
れ
る
人
が
対
象
で
、
入
所
し

た
ま
ま
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

(た
だ
し
、
入
所
時
に
お
い
て
自
立

し
た
生
活
が
可
能
な
方
で
す
)

入

続

所

手

養
護
老
人
ホ

l
ム
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
入
所
申
し
込
み
は
市
の

社
会
福
祉
課
が
窓
口
で
す
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

の
入
所
申
し
込
み
は
直
接
施
設
で
行

な
っ
て
下
き
い
。

そ
の
他
、
費
用
な
ど
詳
し
く
は
市

社
会
福
祉
課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

g
n
|
2
2
0
0
内
線

1
2
6

後移
ノ
'傷後吻

必修
努
，'参
考
参
考

ふ動機物

ユ
ニ
ー
ク
・
ダ
ン
ス
の
集
い

努，
J

'

弘

警

務
後暗暗
λ

参
考

税務
努

数
緩

心
身
障
害
者
の
自
主
性
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
障
害
者
相
互
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
親
睦
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
9
回
ふ
れ

あ
い
の
広
場
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

O
シ」

建設中の「魚津ハウス」

日
月
お
日
(
金
)
午
後
2
時

O
と
こ
ろ
魚
津
平
安
閑

O
会

費

一

、
二

O
O
円

O
主

催

市
身
体
障
害
者
連
合
会

※
申
込
み
及
び
問
合
せ
先

川
上
勇
夫

(文
化
町
1
の
U
)

雪

山
μ
|
2
4
9
4

き
0 
四
歳
ごお
ざめ
しミ ~で

まと
すでラ

つ
ゆ
き
ん
上
口

2
丁
目

明
治
問
年
日
月
ロ
日
生

岡
崎
さ
ん
は
、
県
内
で
は

2
番
、

魚
津
市
で
は

1
番
の
長
寿
者
で
す
。

岡
崎

家
庭
奉
仕
員
一(
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ

i
)
募
集
し
ま
す

魚
津
市
で
は
在
宅
福
祉
の
重
要
性

に
鑑
み
、
家
庭
奉
仕
員
を
募
集
し
ま

す
。
1
、
募
集
人
員

2
名

2
、
資
格
O
昭
必
・
4
・
2

1
昭
お

・

4

-
ー
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

O
魚
津
市
内
に
住
所
を
有

す
る
者

0
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

の
あ
る
者

O
健
康
で
壮
健
な
者

3
、
願
書
受
付
期
間

口
月
ロ
日
(
月
)
j
日
月
初
日
(
金
)

4
、
申
込
み

・
問
合
せ
先

市
役
所
社
会
福
祉
課
福
祉
係

E
n
|
2
2
0
0
内
線

1
2
1

家
庭
奉
仕
員
の
仕
事

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
日
常
生
活

の
世
話
や
、
寝
た
き
り
老
人
宅
を

訪
問
し
介
護
す
る
。

10月12日桜井病院訪問

恩
給
欠
格
者
の
皆
様
へ

魚
津
市
で
は
、
「
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
」
か
ら
外
地
等
に
勤
務
し
た

労
に
対
し
、
書
状
及
び
銀
杯
を
受
け

ら
れ
た
方
々
に
、
記
念
の
額
を
贈
呈

し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
額
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。
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脳
卒
中
・
高
血
圧
の
根
源

昭
和
初
年
代
の
日
本
は
、
脳
卒
中

や
高
血
圧
が
社
会
的
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
大
学
や
保
健
関
係
機
関
で
行

わ
れ
る
研
究
の
焦
点
は
、
そ
の
対
策

や
予
防
に
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

同
じ
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
で
は
、
心
筋

能
較
の
発
生
率
の
高
ま
り
が
問
題
と

広報うおづ(7) 

な
っ
て
お
り
、
そ
の
発
生
の
根
源
が

ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
実
態
|
食
べ
過

ぎ
、
運
動
不
足
、
機
械
化
の
進
展
ー

か
ら
く
る
太
り
過
ぎ
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
人
の
生
活
は
、
決
し

て
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
豊
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
筋
梗
塞
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
動
脈
硬
化
の
症
状

が
脳
卒
中
や
高
血
圧
に
も
み
ら
れ
た

た
め
に
、
そ
の
根
源
は
同
じ
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
人
の
生
活
を
着
実

に
調
べ
、
研
究
し
て
い
く
と
発
生
の

根
源
は
ア
メ
リ
カ
と
は
逆
で
、
む
し

ろ
貧
し
い
、
働
き
過
ぎ
、
食
べ
足
り

な
い
と
い
っ
た
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
固
め
施
策
に

も
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
脳
卒

中
特
別
対
策
の
実
施
や
高
度
経
済
成

長
に
よ
る
急
速
な
生
活
水
準

・
生
活

環
境
の
向
上
、
医
療
の
向
上
な
ど
に

よ
っ
て
発
生
率
は
低
下
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
社
会
も
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
い
ま
す
。
病
気
の
様
態
も

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
生
活
が
豊
か

に
な
り
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
と
い

っ
た
行
き
過
ぎ
と
も
い
え
る
人
が
現

わ
れ
始
め
、
心
筋
梗
塞
に
よ
る
死
亡

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

一
部
で
は
、

激
増
す
る
だ
ろ
う
と
ま
で
言
っ
て
い

る
く
ら
い
で
す
。

行
き
過
ぎ
の
人
が
出
て
き
た
と
は

い
え
、
日
本
人
の
元
来
の
生
活
|
働

き
過
ぎ

・
自
分
の
健
康
や
生
活
を
大

切
に
し
な
い
人
が
ま
だ
多
く
い
る
た

め
に
、
以
前
と
し
て
脳
卒
中
が
日
本

人
の
主
要
な
死
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
今
度
は
、
貧
困
か
ら
の

脱
却
だ
け
で
な
く
、
行
き
過
ぎ
の
是

正
と
い
う
二
つ
の
こ
と
に
対
し
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
と
し
て
事
務

職
よ
り
現
業
職
、
都
市
よ
り
地
方
で

の
脳
卒
中
の
発
生
率
が
高
い
た
め
、

職
種
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

の
研
究
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。老
人
福
祉
問
題

新
た
に
寝
た
き
り
や
痴
呆
老
人
な

ど
の
老
人
福
祉
の
問
題
も
出
て
き
ま

し
た
。
今
ま
で
の
生
活
の
無
理
の
積

み
重
ね
、
自
分
の
健
康
管
理
に
関
心

が
な
か
っ
た
、
適
切
な
時
期
に
適
切

な
医
療
が
受
け
れ
な
か
っ
た
と
い
っ

た
こ
と
か
ら
脳
卒
中
が
起
こ
る
、
そ

の
後
遺
症
と
し
て
寝
た
き
り
や
痴
呆

に
な
る
老
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

厚
生
省
に
お
い
て
も
、
寝
た
き
り

や
痴
呆
老
人
ゼ
ロ
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
し
て
掲
げ
そ
の
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

私
は
、
ゼ
ロ
に
な
る

・
な
く
な
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
半
分
、
あ
る
い
は
%
に
減
ら
そ

う
と
い
う
こ
と
だ
と
解
釈
し
て
い
ま

す
。
寝
た
き
り
痴
呆
老
人
が
今
よ
り

も
増
え
て
は
、
行
政
は
支
え
き
れ
な

く
な
り
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
は
医
学

知
識
を
基
に
し
て
有
効
な
対
策
を
た

て
、
出
来
る
限
り
減
ら
す
よ
う
努
力
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
不

幸
に
し
て
寝
た
き
り
や
痴
呆
に
な

っ

て
し
ま

っ
た
方
に
対
す
る
介
護
や
治

療
も
研
究
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

魚
民
の
く
ら
し

私
は
、
漁
民
の
方
の
健
康
調
査
を

日
年
ぐ
ら
い
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
は
ず
か
し
い
こ
と
に
最
近
ま
で

漁
師
の
方
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い

る
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
沿
岸
漁

業
の
場
合
、
捕
っ
た
魚
は
魚
津
に
戻

っ
て
荷
揚
げ
す
る
と
ば
か
り
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
漁
師
の
方
と
話
す
機

会
が
あ
り
、
他
の
港
で
荷
揚
げ
す
る

こ
と
も
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
は
、
ど
こ
で
寝
る
の
か
、
風
呂
は

ど
う
す
る
の
か
気
に
な
っ
て
尋
ね
る

と
、
寝
る
の
は
船
の
中
、
風
呂
は
銭

湯

へ
行
く
こ
と
も
あ
る
が
、
と
の
答

え
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。

先
日
、
発
表
さ
れ
た
食
生
活
指
針

の
中
で
も
魚
を
食
べ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
指
摘
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
魚

を
捕

っ
て

い
る
漁
師
の
方
が
こ
の
よ

う
な
環
境
の
中
で
漁
を
し
て
い
る
と

は
大
変
驚
き
ま
し
た
。
今
の
ま
ま
で
は

健
康
を
守
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
場
合
、
高

速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
は
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
仮
眠
室
が
設
け
ら
れ

そ
こ
に
は
シ
ャ
ワ
ー
も
あ
り
ま
す
。

市
の
名
前
に
魚
の
字
が
付
き
漁
業

の
町
の
代
表
と
も
い
え
る
魚
津
市
が
、

そ
の
よ
う
な
施
設
や
設
備
の
設
置
を

全
国
に
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

魚
津
市
が
保
健
関
係
者
や
医
療
関

係
者
と
一
体
と
な
り
、
全
市
民
を
対

象
と
し
た
健
康

・
生
活
実
態
調
査
や

検
診
を
長
く
続
け
て
き
た
こ
と
は
大

変
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

保
健
文
化
賞
は
、
過
去
の
業
績
に

対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
し
か

し
こ
の
よ
う
な
実
態
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
さ
れ
、
今
後
も
続
け
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

海
の
幸
、
山
の
幸
が
豊
富
で
、
空

気
も
き
れ
い
な
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

る
魚
津
市
が
保
健

・
福
祉
に
お
い
て

も
今
以
上
に
す
ば
ら
し
い
ま
ち
と
な

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。



(8) 広報うあ、づ平成 2年11月

保健だより (11月〉
“症状がなくても必ずがん検診"

日21月2 25 23 18 12 11 4 日31月1 日21月2 25 23 18 12 11 4 日31月1 
所診診診 新 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

在療科目療時間 療 川 日 日 金 日 月 日 日 土 日 日 金 日 月 日 日 土 11 
地 日 急地

医院為場科歯市闘暗水医院井科藤歯匡院井科酒歯
W. 
間奥平
飯

医院網歯科谷 E 平 早病院川
;:j;:j 

寺崎医E 院
丘j緑色~t 
鈴木医院
Jパ月

( 療患医 区 医院下幽科 医院科歯回 医院回
の

黒黒科内午後 H日程 持円、 病院ケ 休

宮9υ警1品防署向"11 部市 、7日 同-

|田匝町由いに43雲文津市化町魚

治 滑 ‘冶

古@1新1立中JI唱1 
滑 滑

古鵠4O。滑町川月
末 緑 新

雪口g58 7 村木t 

大 双

@ 宮7 1 本江

日
三時 、セ夜

療診医; 』異 Jl官 ン間 ⑮宮O57市関川中悶T 宮知352 新町川中
向古l羽川 古間27 川間町宮雪7O5E J川泉l 、 ※診療時間は、いずれ

E @ 4町管2 @ 宮l 光寺
喜882 0 築町

1 科外 H寺 夕
0 66 町山 も午前 9時から午後 8 5 7 6 5 7 

7 
9 5町
7 5 U寺まで。 4 2 9 1 8 5 7 

内 廿'*" 対 象 と き と
、，
ろ 備 考、ーー

母親学級 (8) 妊婦とその家族 11月16日倒 9 : 30 -16 : 00. ーーー・・...ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー'昼食をご持参ください。

育児サロン 幼児と保育者 11月9日働 10 : 00 -11 : 30 魚津市健康 「ーーー...;・ ツベリクリン反応検貨を1Jl'せ

4か月児健診 4 力、 月 児
11月8日(柑

13:00-13: 30 
センター て行います。

11月22日(村
....ー・・・ー・・....-ーーーーーーーーーーー-ーF→ 

麻しん (はしか)の接融券を

8か月児健診 8 七、 月 児 11月14日(水) 13 : 00 -14 : 00 発行します。

離乳食講習会 11 11月16日幽 13 : 00 -13 : 30 的ブラシとタオルをご持参〈

1歳6か月児健診 H .1年4月生まれの児 11月27日(刈 13 : 00 -14 : 00 fごさい

股関節脱臼検診 古品 3 か 月 児 11月 1日(ホ) 13 : 00 -13 : 30 魚津保健所 お母さんの貧血検査も行L、ます。

3歳児健診
62.4.16-62.4.30生まれの児 11月7日(水)

13 :00-14 :00 魚津保健所 尿の検査があります。
62.5. 1-62.5.15生まれの児 11月21日(水)

心の健康相談 一 均支 市 民 随時 13 : 30 -15 : 00 魚津保健所 -l;人ボケの相談も受けます。

機(リ能訓ン練) 脳卒中後遺症のある人
11月 1日休)

9:30-15:00 魚津市健康センター 訓練は 10 : 00 -12 : 00 
ハピリテーショ 11月15日休)

健 康 相 ー昆火火 骨生 市 民
11月15日(木) 13: 00 -14 : 00 魚津市健康センター 血圧測定・心電図・検尿診察が受けられます。

一 11月6日(火) 百楽荘10 : 00 -11 : 30 l(IL圧il!lJ定・相談

ツベルクリン反応検査 8 力、 月 児 11月14日(7ド) 13 : 00 -14 : 00 
魚津市健康センター

S.C.G予防接種 8 台、 月 児 11月16日ω13: 30-14: 00 
11月5日(JJ) 片員公民館

料金 720円

胃がん検診 市生 市 民
11 月 7 日 ~K) 8:00-10:00 加積公民館 他し、 4月1日-3月31日ま
11月8日休) 上野方公民館 でに40、50、60歳になる人、
毎週水曜日 9:00-11 :00 黒部保健所 '，70歳以上の人は無料

11月5日(月) 片員公民館 -子宮がんは30設も無料

11月7日(水) 13 :00-14:00 加積公民館 '→申し込みは、 黒部保健所2へ~ I

子宮がん検診 一 均支 市 民 11月8日(木) 上野方公民館 T E L52-12 

市内産婦人科、病、医院
事ト守で 1.0301-'1 

随時
111.し、 4)1 1 U - 3 )131 U ま

申し込みは健康センター て人'5に2300ls、j4700、12U50人、l-6の0，み人に燃な料る

11月5日(月) 片員公民館 料金 1.130PJ

乳がん検診 一 市生 市 民 11月7日(水) 13: 00 -14: 00 加積公民館
iJI.し、 4月1日一 3J-l311:1ま
で与に30、40、50、60品誌になる

11月8日(柑 上野方公民館 入、 70歳以上の人無料

健
康
テ
レ
ホ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
を
/

。がん検診希望者は、実施日10日前まで魚津市健康センターへ申し込み下さい。予定数に達したら締切ります。

2
0
7
6
4⑫
0
0
0
3
 

H
月
の
テ

l
マ

(月
)
O
A
と
自
の
疲
労

(
火
)
子
供
の
包
皮
炎

(
水
)
脱
毛
に
つ
い
て

(
木
)
虫
歯
を
な
く
す
る
お
菓
子
の

与
え
方

(
金
)
お
年
寄
り
と
心
不
全

(土

・
日
)
爪
で
わ
か
る
体
の
異
常

V
朝

9
時
鈎
分
か
ら
翌
朝

9
時
初
分

ま
で
の

μ
時
間
、
同
じ
内
容
の
テ

ー
プ
が
流
れ
ま
す
。

V
問
合
せ
先
富
山
県
保
険
医
協
会

2
0
7
6
4
⑫
8
0
0
0
 

貧
血
教
室
の
お
知
ら
せ

ロ
月
4
日
(
火
)

午
前
日
時

1
午
後

3
時

V
と
こ
ろ
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

V
内

容

栄

養

診

断

・
血
液
検
査

・

調
理
実
習

・
試
食

・
食
事

指
導

講
義
「
貧
血
と
は
」

富
山
労
災
病
院
内
科
部
長

野
田
八
嗣
先
生

V
費

用

無

料

V
申
込
み
期
限

V
と
き

日
月
日
日
ま
で
健

康
セ
ン
タ
ー
へ

※
午
前
叩
時
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
弁
当
は
不
要
で
す
。



内容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

13 : 30 -14 : 00 
魚津市健康センター

盲目せき -第41か期月=~348回か接月種児
該当地区

(241;' ，Fj -481;' ，Fj yc.) 11月 1 日(木)
村木、道下 • 1:本j昆は自宅で計ってきてください。

予 ジフテリア -第2期=1回のみ接種
経団、西布施 -母子健康手帳、印かんを持参くだ

(第l期完了後12か月 11月 5 日(月)
加積、上野方 さい。

破傷風 -18か月の間)
片貝、天神、松倉

⑧今月 は最終実施月で 11月 7 日(7J¥)
本江、大町

※接種できない禁忌事項

(三種混合)
す。

住音、上中島 1発熱、または心臓、 じん臓、肝臓疾

防 11月 29日(本) 受けなかった 想、などのために治療している者。
全地区の方

• 3歳 5歳児で施設 13 : 30 -14 : 00 
2鵠卵、鵠肉をたべて発しんがでた

等へ入っていない幼 第 1回接種 第 2回接種
り、下痢をしたことのある者。

児。
10 11月8日(木) 経団小学校

3接種前l年以内に、 (t¥-、れんの症

接 • 15歳以上、高校、一般
(なお、この注射は 、

月 11月9日倒 住吉小学校
状を起こしたことのある者。

接に

インフル
1 -4週間の間隔で

極ず ー第
11月13日(火) 大町小学校 4過去において、この予防機般によ

2回接種。それぞれ 11月19日(J-J) 上野方小学校 り、高IJ反応を起こしたことのある

エ ンザ 該当地区の小学校で み回 11月20日(火) 道下小学校 者。

種
受けてください。) 11月5日(iJ) 11月22日(ホ) 村木小学校
-接種料金 11月9日制 11月30日幽 吉島小学校

5その他、接種を行うことが不適当

7 ※ 3歳-15歳未満児無 11月13日(火) 11月29日(木)
と認められた者は、接種できませ

~I.。
本江小学校

※15蔵以上、高校、一般
11月19日(J-J) 12月11日(火) 魚津市健康センター

んので、ご注意ください。

は 1回につき400円。 @魚津市健康センターカミ最終の実施会場です。

平成 2年11月広報うおづ(9) 

協
血
圧
教
室
を
受
講
し
ま
し
ま
弘

高
血
圧
は
、
薬
の
み
で
な
く
日
常

生
活
に
注
意
し
て
こ
そ
効
果
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
悪
化
さ
せ
ず
に
高
血

圧
と
上
手
に
つ
き
合
う
た
め
に
、
ぜ

ひ
同
じ
仲
間
の
人
と
と
も
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

V
と
き
日
月
幻
日
(
水
)
)
午
前

9

日
月
お
日
(水
)
}
時

1
1

日
月
初
日
(金
)
」
時
初
分

V
と
こ
ろ
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

※
3
日
間
と
も
内
容
は
同
じ
で
す

の

で
参
加
日
は

1
日
の
み
で
す
。

V
内
容
・
問
診

・
血
圧
測
定

・
講
義
「
高
血
圧
と
上
手
に
つ
き

あ
う
た
め
に
」

・
座
談
会

1
わ
か

っ
て
い
る
け
ど

な
か
な
か
守
れ
な
い
本
音
で
語

り
合
お
う
i

・
栄
養
指
導

・
試
食

i
減
塩
の
ポ
イ

ン
ト
ー

※
あ
ら
か
じ
め
人
数
を
把
握
し
た
い
の

で
、
希
望
す
る
日
を
魚
津
市
健
康
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
月
日
日
(
日
)
は

秋
の
清
掃
日

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

地
域
ぐ
る
み
で
公
園
や
道
路
、
側
溝
な
ど
の
清
掃
を
行

い
、
冬
に
備
え
て
の
環
境
整
備
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

き
れ
い
な
街
づ
く
り
は
、
あ
な
た
の
身
の
回
り
か
ら
。

街
路
樹
の
勢
定
臨

つ
い
て
お
願
い

市
内
の
街
路
樹
も
緑
陰
の
役
目
を

終
え
、

い
よ
い
よ
落
葉
の
季
節
を
迎

え
ま
し
た
。
沿
線
の
皆
様
に
は
落
葉

の
始
末
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
が
、
日
月
中
旬
よ
り
努

定
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
樹
姿
や
樹
勢
の

関
係
で
努
定
、
枝
払
等
は
市
で
行
い

ま
す
の
で
個
人
で
は
行
わ
な
い
で
下

支
」
い
。

市
役
所
都
市
計
画
課
公
園
係

8
2
1
2
2
0
0

内
線

3
4
3

不

用

品

交

換

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
パ

イ
プ
ベ

ッ
ド

マ
オ
ー
ト
バ

イ

ω
∞
ヘ
ル
メ

ッ
ト

共

マ

折

り

た

た
み
シ
ー
ト
車
庫
(
2
万
円
)
マ
温

水
洗
じ
よ
う
器
(
二
万
九
千
八
百
円
)

マ
オ
ー
ト
バ
イ
印
は
ヤ
マ
ハ
(
無
料
)

マ
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
(
一

万
二
千
円
)

マ

ワ
ー
プ

ロ

(四

i

五

万

円

)

マ

編

機

マ

応

接

用

椅

子

マ

机

avも
と
め
ま
す

マ
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

マ

ワ

ー

プ

ロ

マ
携
帯
用
ラ
ジ
オ
マ
ス
ー

パ
ー
カ
ブ
印

ω

マ
電
子
ミ
シ
ン

マ
ラ
ジ
オ
カ
セ

ッ
ト

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市

役
所
総
務
課
内
線

2

2
1
ま
で



広報うおづ

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
聞
の
精
抑
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

。。平成2年11月

一第3期分納入月です一

〔保険税1:1期日までに納めましょう〕

敦』

睡

の

た

安
阪
で
き
な
い

、寝
つ
き
が
悪
い
、

早
く
目
が
さ
め
る
、

寝
起
き
が
悪
い

な
ど
の
症
状
は
、

い
ろ
い
ろ
な
病
気

が
原
因
の
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

人

〔睡眠不足は万病のもと〕

田 昌阜
「 前立腺肥大と | 

分かったら___j

c=コ

前
立
腺
(
せ
ん

)
は
男
性
の
性
機

能
を
つ
か
さ
ど
る
器
官
の
一

つ
で
、

女
性
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
肥
大
し
て
う

つ
血
や
炎
症

を
起
こ
し
、
尿
道
を
圧
迫
す
る
た
め

に
排
尿
に
障
害
が
現
れ
て
く
る
の
が

前
立
腺
肥
大
で
す
。
五
十
歳
を
超
え

る
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
病
的

に
な
る
の
は
ず

っ
と
年
を
と

っ
て
か

ら
で
、
中
年
と
い
う
よ
り
老
年
の
病

気
と

い
え
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
は
ひ
と
言
で
い
え
ば

老
化
現
象
で
す
か
ら
予
防
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
症
状
を
悪
化
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。

め

の

カ

条

_L.. 

ノ、

問
、
健
康
な
と
き
は
よ
く
眠
れ
る
も

の
で
す
。

①
眠
ら
な
け
れ
ば
と
あ
せ
る
ほ
ど
、

目
が
さ
え
て
き
ま
す
。
む
し
ろ
、
す

て
ば
ち
な
気
持
ち
で
い
る
ほ
う
が
版

気
を
さ
そ
い
ま
す
。

②
寝
具
は
よ
く
日
に
あ
て
乾
燥
さ
せ

た
も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
就
寝
前
の
大
食
は
、
つ
つ
し
み
ま

1
レょ、
7
。

④

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど
は
、
就
寝

前
は
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

⑤
適
度
の
運
動
、
入
浴
、
ア
ル
コ
ー

ル
は
、
眠
気
を
さ
そ
い
ま
す
。

⑥
十
二
時
前
に
は
就
寝
し
ま
し
ょ
う
。

尿
が
近
く
な
る
、
尿
の
出
が
悪

く
な
る
、
尿
に
勢
い
が
な
く
、
尿

の
切
れ
が
悪
い
な
ど

の
症
状
が
現

れ
た
ら
早
く
検
査
を
受
け
て
下
さ

い
。
そ
の
結
果
前
立
腺
肥
大
と
分

か

っ
た
ら
医
師
の
治
療
を
受
け
ま

す
が
、
日
常
生
活
で
は
前
立
腺
を

う

っ
血
さ
せ
な
い
よ
う
次
の
よ
う

な
注
意
を
す
る
こ
と
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
過
ぎ
な
い
、

冷
や
し
過
ぎ
な
い
(
ク
ー
ラ
ー
に

注
意
)
、
長
時
間
座
り
続
け
な
い
、

排
尿
を
我
慢
し
な
い
な
ど
。
適
度

な
運
動
や
入
浴
は
血
行
が
良
く
な

り
、
う

っ
血
を
防
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

学
生
め
皆
さ
ん
も

国
民
、年
金
一
に
当
然
加
入
に
/

平
成

3
年

4
月
か
ら

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む

初
オ
以
上

ωオ
未
満
の
す
べ
て
の
人

が
必
ず
加
入
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い

ま
す
が
、

学
生
に
つ
い
て
は
、
ず

っ

と
任
意
加
入
の
取
扱
い
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
進
学
率
や
在
学
年
数
も

伸
び
る
中
で
、
初
オ
以
降
の
学
生
に

つ
い
て
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
保
障

が
な
く
、
ま
た
、
満
額
年
金

(ω年

加
入
)
に
達
し
な
い
な
ど
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成

3
年

4
月
1
日
か

ら
、
当
然
加
入
す
る
よ
う
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
加
入
後
は
、
保
険
料
の
納

付
義
務
が
生
じ
ま
す
が
、
本
人
や
親

が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
保
険
料

の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
現
在

取
扱
い
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。



み
ん
怠
の
ま
が

'v

幽
畠
山
県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ぬ微妙、

努
￥
zr'

山時夜、、

一rP3m
魚
津
市
で
羽
名
、
か
受
章
ν

富
山
県
で
は
、
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
へ
の
参
加
を
奨
励
し
、
ス
ポ
ー

ツ
人
口
の
増
大
並
び
に
地
域
及
び
職

場
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
確
保
等
を

図
る
た
め
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
を
設
け

て
い
ま
す
が
、
平
成
2
年
度
受
賞
者

が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
、
日
月
4
日
に

県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑨
の
び
の
び
賞
(
小
学
生
)

西
尾
孝
広
・谷
口
直
樹
(
以
上
吉
島
サ

ッ
カ
ー
ス
ポ
少
)

杉
本
雄
一

・杉
本
由
香
(
本
江
水
泳
ス

ポ
少
)

横
田
忍
(
ジ
ュ
ニ
ア
車
球
ク
ラ
ブ
)

谷
林
寿
浩
(
村
木
卓
球
ス
ポ
少
)

大
懸
昌
子
(
村
木
水
泳
ス
ポ
少
)

虎
谷
修
平
(
村
木
野
球
ス
ポ
少
)

石
黒
健
太
(
魚
津
中
央
サ

ッ
カ
ー
ス

ポ
少
)

⑨
い
き
い
き
賞
(
中
学
生
以
上
四
歳
未
満
)

後
藤
真
澄
(
魚
津
空
手
ス
ポ
少
)

中
村
奈
津
子
(
村
木
水
泳
ス
ポ
少
)

四

分

一

壮

・馬
場
三
紀
・山
城
伸
高

(
以
上
剣
道
ス
ポ
少
)

⑨
は
つ
、
勺
つ
賞
(
四
歳
以
上
1
初
歳
未
満
)

稲
場
小
貴
美
(
ミ
ズ
・
ピ
ュ
ア
)

平成 2年11月広報うおづ。1)

青
山
恵
子

(大
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ

)

佐
々
木
雅
子
(
本
江
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

)

⑨
さ
わ
や
か
賞
(初
歳
以
上

ω歳
未
満
)

石

崎

茂

・野
村
昌
徳
(
以
上
魚
津
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

)

松
崎
政
憲
(
上
中
島
綱
引
き
同
好
会
)

吉
川
礼
子
(
泉
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
)

長
谷
川
道
代
(
経
団
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

)

大
谷
喜
子
(
西
布
施
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

)

藤
森
辰
夫
(
西
布
施
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
)

西
川
浩
(
加
積
地
区
体
育
振
興
会
)

森
内
郁
壬
加
制
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
会
)

有
沢
宏
之

・
岩
間
武
次

・
馬
場
行
雄

(以
上
剣
道
ス
ポ
少
)

黒
田
千
恵
子
(村
木
車
球
愛
好
会
)

大
沢
栄
子

・
藤
森
良
子

・
中
森
啓
子

(以
上
魚
津
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

)

盛
永
三
枝
子
(
魚
津
市
水
泳
協
会
)

⑨
住
田
正
子
・高
月
京
子
・寺
島
誠
一

(
魚
津
市
ゲ
l
ト
ボ
l

ル
協
会
)

阿
部
清
孝
(村
木
ゲ
l
ト
ポ

l
ル
協
会
)

川
上
正
二
(村
木
車
球
愛
好
会
)

山
花
月
の
歩
こ
う
会
必

ロ
月
の
歩
こ
う
会
は
、

2
日
日
曜

日
に
、
電
鉄
魚
津
駅
前
か
ら
魚
津
港

を
廻
り
大
町
公
民
館
へ
と
約
ね
キ
ロ

余
り
歩
き
、
同
公
民
館
で
は
今
年
度

の
総
会
、
反
省
会
の
あ
と
懇
親
会
を

聞
き
ま
す
。

参
加
な
さ
る
方
は
、
当
日
午
前
9

時
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
り
く

だ
さ
い
。
ま
た
当
日
は
、
平
成
3
年

度
会
員
の
申
し
込
み
受
付
も
い
た
し

ま
す
の
で
、
新
し
く
入
会
を
希
望
さ

れ
る
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
入
会
金
は
(
年
間
側
円
、
傷

害
保
険
料
側
円
)。
当
日
の
懇
親
会
費

は
別
円
、
希
望
者
の
み
。

〆L
......~ 

東

・
西
中
学
校
及
び
大
町
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
平
成
2
年
度
開
放
を

次
の
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

O
大
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
月
叩
日
(
土
)
ま
で

O
西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
月
刊
日
(
土
)
ま
で

O
東
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
月
刊
日
(
土
)
ま
で

ホ
ー
プ
ス
…w
レ
デ
ィ
ー
ス

カ
デ
ッ
ト
か
ン
ル
……
…
バ
!

日
月
間
日
(
臼
)
午
前
9
時

魚
津
市
総
合
体
育
館

。
小
学
校
3
年
生
以
下

O

H

4

年
生

O

H

5

年
生

O

H

6

年
生

O
中
学
校
1
年
生

0

2
・
3
年
生

マ
と
マ
と
こ
ろ

マ

種

別
き

11 

マ
と

日
月
4
日
(
日
)
午
前
9
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
弓
道
場
(
総
合

体
育
館
)

マ
参
加
資
格
市
内
在
住
者
及
び
通

勤
者
の
男
女
(
初
心
者
大
歓
迎
)

マ

種

目

近

的

競

技

、
個
人
戦

マ

参

加

料

無

料

マ
申
込
み
方
法

日
月
3
日
(
土
)
ま
で

総
合
体
育
館
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
宮
②
1
2
6
3

き車
球
大
会

マ
問
合
せ
先

以
上
各
男
女
の
部

O
家
庭
婦
人
の
部

O
シ
ル
バ
ー
の
部

以
上
各
1

・
2

・
3

部
に
分
け
る
。

市
卓
球
協
会
事
務
局

(小
松
宅
)へ

宮

@
2
3
4
0

一………………………………………………
日
月
の
ス
ポ
ー
ツ
ご
よ
み
…
……一………………………………
……………一

18 11 4 3 
日

日 日 日 日

日 日 日 キ兄 曜

. . . . . . 
|市
市婦人 青市連
第
大会第3 
魚津市スホ 6 

シ|
市田

魚津市長固

行
/レフ。 ス ノ〈 ス
ノ〈ス ポ ス

道民大ム弓五

ポ

球卓大会 デカトy 

ケ
、ソ 、I‘ 、ソ 事

大ぷ〉、

杯奪校球争高野 年育少体大A 団E 

ボ

jレ 名
レ
大4zz h ア

イ

箆合総体育 総メ育館体当、 合総体館育

市
桃山 大町 と

弓

道 野球場 校寸=ーe 
場 ろ
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大
町
・
経
団
幼
稚
園
で
は
、
平
成

三
年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

①
入
国
資
格

4
歳
児

昭
和
日
年
4
月
2
日
か

平成2年11月

会国青少年 哨 j 

|健全欝誠強調月間|
11月1日"";30臼 ]

ら
昭
和
臼
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

5
歳
児

昭
和
印
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
臼
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

①
願
書
受
付
期
間

口
月
刊
日
(土

)
1
日
月
初
日
(
火
)

午
前
9
時

1
午
後
5
時

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
と
日

曜
日
は
、
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

①
願
書
・
申
込
み
・
提
出
先

大
町
幼
稚
園
(
g
n
l
6
1
7
9
)

経
団
幼
稚
園
(
宮
μ
|
1
2
5
0
)

と
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

(
E
n
|
2
2
0
0
内
線
側
)

〈
〉
保
育
料
月
額
五
千
円

給

食

費

実

費

。
検

診

日

程

一

学

校

名

検

診

日

開

始

時

間

一

大

町

小

口

月

9
日
(
念
日
時
一
農
地
を
宅
地
や
駐
車
場
等
に
し
た

村

木

小

口

月

8
日
(
在
日
時
叩
分
一
い
と
き
は
転
用
申
請
(
県
知
事
許
可
)

住
吉
小
口
月
日
日
(
念
日
時
ぬ
分
一
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
農
地
が
農
業

上
中
島
小
口
月
2
日
(
念
日
時
一
振
興
地
域
内
の
農
用
地
で
あ
る
場
合
、

松
倉
小
口
月
日
日
(
在
日
時
一
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請
手
続

上
野
方
小
口
月
日
日
(
名
目
時
初
分
…
き
が
必
要
で
す
。
市
で
の
受
付
は
年

本

江

小

口

月

お

日

(

名

目

時

一

に

2
回
6
月
と
ロ
月
に
行
っ
て
い
ま

片

貝

小

口

月

9
日

(

念

日

時

一

す

。
ロ
月
の
受
付
は
次
の
と
お
り
行

H1
吉
島
小

口

月

5
日
(
息
日
時

一
い
ま
す
。

q
.
道
下
小
口
月
日
日
(
事
日
時
一

O
期

間

ロ
月
1
日(土
)
1
m
日
(
木
)

-a

一

経
団
小
口
月
初
日
(
火
)
日
時
一

O
提
出
先

市
農
政
課
庶
務
係

初
分
…

。
添
付
書
類

坪
野
小
口
月
日
日
(
在
日
時
…

・
申
書
(
用
紙
は
市
に
あ
り
ま
す
)

O
検
診
会
場
は
、
名
小
学
校

一

・
土
地
登
記
簿
騰
本

で
す
。
な
お
、
西
布
施
小
は
、

一

・
付
近
見
取
図
、
公
図
、
建
物
配

叩
月
引
日
(
水
)
に
健
康
診
断

一

置

図

を
実
施
済
み
で
す
。

一

・
土
地
改
良
区
の
同
意
書

一

・

農
家
住
宅
の
場
合
は
所
有
農
地

一

一

覧
図

一
※
除
外
申
請
が
必
要
か
ど
う
か
等
お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
農
政
課
庶
務

係
包
②
2
2
0
0
(
内
線
3
5
1
)
へ

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

来
年
4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
実
施
に

つ
い
て
、
保
護
者
あ
て
通
知
し
ま
し

た
が
、
通
知
書
の
届
い
て
い
な
い
方

は
、
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

E
n
|
2
2
0
0
内
線
4
3
1

0
該

当

者

昭
和
白
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

ω

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

強調月間は、広〈国民の青少年健全育

成に対する理解と自覚を高め、青少年育

成県民運動の一層の発展を図るために行

われます。

*月間の目標、

o子供達の健やかな成長についてみん

なで考えましょう 。

o青少年によくない環境は、地域が一

体となってその浄化に努めましょう。

0何でも話し合えるあたたかい家庭に

しましょっ 。

0親子で地域の行事や奉仕活動などに

進んで参加しましょう 。

*月間の主な事業、

。親子映画会(入場無料)

「稲むらの火」 ・「三本足のアロー」

0と き 11月23日間午後1時-311寺

0ところ 魚津市民会館

0対象小 ・中学生とその親

o主催青少年育成魚津市民会議

について

即位礼正殿の儀の行われる平成 2年11

月12日は、「国民の祝日に関する法律に規

定する休日」として市役所、および出先機

関は休日となりますのでお知らせします。

べ 即位礼正殿の儀

の行われる司」
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理L週面画L斗ぷ，

企田中実さんが10月20日、新川ヴィ

ーラを慰問、魚津市 2番目の長寿

者(101歳)の高橋きとさんから記念

品を贈呈され笑顔で握手。

企魚津商工フェア'90 10月20日

スリークイーン魚津りんごプレゼント

""，-. j 
、~ー守司

可

1
1
1
1
1
1rポ
白
河
入

t
I之
~
J

一第

引

回

¥

だ

尚

三

一
魚
津
市
J

段
刊
は

一

付
棋
名
人
戦
一

き

ロ

月

2
日
(
日
)

一

午
前
日
時

一

ろ

本

江

公

民

館

一

費

一

般

一

、
五

O
O円
一

学
生
一
、

0
0
0円
一

(
畳
食
・参
加
賞
っ
き
)
一

ス

別

A
級

有

段

者

一

B
級

初

心

者

一

み

当

日

、
会
場
で
受
付

一

せ

先

魚

津

棋

友

会

一

宮
②

3
8
5
4

一

hv

市
赤
十
字
奉
仕
団
は
叩
月
日
日
、

市
役
所
前
広
場
で
、
火
災
や
地
震
な

ど
の
災
害
に
備
え
炊
き
出
し
訓
練
を

行
い

、
約
1
時
間
半
で
、
川
食
分
の

非
常
食
(
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
)
を
作
る
。

元
気
く
ん
と
ス
ヲ
ス
っ
ち
ゃ
一札

石

坂

里

乃

ち
ゃ
ん
(
浩
志

・
千
恵

子
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
木
下
新

平
成
元
年
ロ
月
お
日
生
ま
れ

10月21日企魚津ー黒部一入善駅伝

霊気楼ロードを快走

岡

崎

哲

也

く
ん
(
幸
信

・
律
江
さ

ん
夫
妻
の
長
男
)
港
町

平
成
2
年

1
月
比
日
生
ま
れ

企老人芸能大会 10月 9日

ランパダのリズムに乗って

《
お
母
さ
ん
の

一
言
》

明
る
く
、
た
く
ま
し
い

子
に
な
っ

て
ね
。

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

日
月
号
の
ス
ク
ス
ク
ち
ゃ
ん
の
写
真
は
、

冨
居
真
美
ち
ゃ
ん
(
宗
則
・順

子
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
吉
島
の
写
真
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

唇気楼と魚津まつり・
村まつり写真コンテスト
入賞者決定

「
魚
津
の
霊
気
楼
と
魚
津
ま
つ
り

・
村
ま
つ
り
」
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
者
が
、
応
募
総
数

η
点
の
中
か

ら
次
の
と
お
り
選
ば
れ
ま
し
た
。

霊
気
楼
の
部

〈敬
称
略
〉

市

長

賞

吉

島

高
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田
中
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お
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署
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j・ヵ見を
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弘
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件

四

問
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不

・

い

で

件

な

事

か
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す

、

車

き

察

事

件

な

す

で

ま

た

や

だ

警

弾

事

険

止

所

い

ま

人

〈

爆

火

危

防

各

行

な

絡

失ロ ら せ

田原正夫吉

虎谷宗光本

(却魚津銀金吉

釈迦堂

島

新

島

市内長引野の野口秀雄さんから 、花と

緑の銀行魚津支庖へ、スカシユリの球根

3千球の寄付があり、市内の幼稚園、保

育園及び小 ・中学校などに配布されまし

〈ご利用ください〉キャプテン・サービス(テレビ画面案内)一市役所ロビー・水族館無料休憩所一

ハンターの皆さん

は、狩猟のマナーに

留意して事故のない

安全狩猟を心がけて

ください。

また銃や弾の保管

には十分注意してください。

雇用保険不正受給

防止啓発月間(11月)

正しい受給で仕事にJUMP

大野昭二北鬼江

魚住はつい諏訪町

室口光広本町一丁目

黒川 清 上口二丁目

政二すみ子港 町

川田貴美子 出

山西スサ慶 町'

土屋美津恵本

梅原繁敬住

江

古
口

~> 

，~ 。



お

「模範商工従業員表彰寸

記念講演会一一」

平成 2年11月広報うおづ。。

〈ご存知ですか1)

パートタイム労働指針

「戦後学生気質の移り変わり」

富山職業訓練短期大学自市0講

4・パートタイム労働指針とは

ノマートタイム労働者の処遇及び労働

条件などの改善を図るために、雇入通

知書の交付 ・就業規則の整備 ・労働条

件 ・雇用管理の適正化について、労使

をはじめ関係者が考慮すべき事項を定

めたものです。

.事業主の方は

マートタイム労働指針に基づき、雇

用管理の自主的な点検を行ってくださ

0期日 11月6日(刈午後 l時30分~

0場 所 富山県民会館 304号室

0基調講演

講師側ニチイ 人事企画部長

房男氏

午後 3時~

上一一一

11月22日闘

魚津平安閣

魚津商工会議所

宮 (0765)22-1200 

校長

0期日

0場所

0間合先
勝彦氏

0R魚津駅からのお知らせ

朝の通勤通学臨時列車運転
朝の通勤、通学列車の混雑緩和を

図るため、魚津一高岡聞に次のとお

り臨時普通列車を運転しています。

0運転時刻 魚津発 7時01分

(富山着7時27分、高岡着7時46分)

0編成両数電車6両

0運転期間 平成 3年 2月末日まで

(休日及び冬休みを除く )

平野

NTT特別講演会(無料)

「頭の体操と発想の転換」

0講師千葉大学名誉教授

.パートタイム労働者の方は

働〈者としての自覚をもち、責任を

もって自分の役割を果たしましょう 。

輝氏

0期日 11月27日(刈午後 2時一

0場 所ホテルサンルート

0間合先新川地区電信電話ユーザ協会

ft0120-24-4935(フ リーダイヤル)

多湖

-圃画1細目， . .:-: .:. ; .: . :.: :: :: : ::;:::;:: ;: .: 緩めて:い:畿~ヨt':::I' :::::.:: " ::~求~ぇ~矯w 1ft， 
性別 職種 年齢 賃金 地区 員人 資格等 'B性IJ 職種 年齢 賃金 地区 員人 資格等

設備管理者 23-50 200，000 魚、・j兵経団 2 
普通免許

看護助手 20-60 120，000 魚、・鴨川町 5 不 問
-350，000 経験2年以上

I基Cレ板イア設ウ計ト 20-30 1752 ，O00 11 江 口 3 
置大(専門芋控含tll以上 経理士

18-30 125，000 11 上村木 2 
高校商業科卒

-290，000 電気回路のわかる人 補助事務 -135，000 珠算、簿1己2級以上

経理事務員 18-45 1302 ，O00 11 新金屋 2 
普通免許、簿記

調理員 - 45 
115，000 

11 末広町 l 不 問
-260，000 資絡あれば優遇

給油、配達係 18-35 103.000 11 友道 2 普通免許 検査仕上係 20-45 
120，000 

11 三ケ 3 11 
-133，000 -150，000 

営業員 25-45 1503 ，O00 11 上村木 3 
普通免許 ルーム 25-60 120，000 11天神野新 5 11 

-300，000 営業経験者 サービス係 -150，000 
男

1502 ，000 
女

101，250 
営業員 18-25 

-200，000 
11 新金屋 2 普通免許 組立、検査係 16-45 -140，000 

11 六郎丸 3 11 

運転手 20-50 2252，O5000 . 11 上村木 3 11 組立、検査係 18-40 100，000 11 三回 3 11 
-250，000 -130，000 

大型運転手 25-45 25O3，050 00 11 弥源寺 2 大経2験1、者大優特遇等 組立、検査係 18-45 134，000 11 小川寺 5 普通免 許
-350，000 

部品取付工 18-65 1252，O5000 .。。 11大海寺新 5 不 払守
めん ~t 25-60 110，000 11 宮津 2 不 問

-250，000 製造工 -130，000 

金型研磨
18-45 1303，O0 00 11 道坂 3 11 撚糸工 25-45 100，000 11 港町 5 11 

放電加工 -300，000 -120，000 

男(月~木)、女(金~日)

ガ
ソ
リ
ジ
日
曜
当
番
庖

P
(
H月
)

9 12 25 18 11 411 
日 月 日 日 日 日月

日 日 日 日 日

広三品 = 浜山広 富

三 富 小建工業J設11 シ
富浜 朝三

各

田和川書産2商幽
岡崎田山 和山 元 山岡田和

石物石 商石石石 物石石 石商石物 庖

油産油 庖油油油 産油油 油庖油産
-・町、.-画-、 ~圏、、 ~、

広末田T住本吉

-四・町、 ~困、、 ，戸園町、、 ~困、、

葉車町 抽川 友選 上村木

μ邑ι 

吉ぅ大T-t←ず- 本吉
本住吉友

島 江島 吉江島 新吉島道 業
、~ 、-圃- 、』回~ 、-ー" 、、~ 、~ 、、~ 、句・~

※詳しくは、魚津公共職業安定所(ft24一0365)へお問い合わせください。求人テレホン・サービスft24-8841

日
月
の
し
P
ガ
ス
保
安
調
査

今
月
の

L
P
ガ
ス
の
保
安
調
査
は

次
の
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

実
施
地
域
・・
・天
神
地
区

調
査
に
は
県
認
定

L
P
G
保
安
セ

ン
タ
ー
新
川
地
区
調
査
員
が
伺
い
ま

す
。

E
M
l
5
3
4
0

冬
季
に
入
り
、
ス
ト
ー
ブ
使
用
も

盛
ん
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
部
屋

の
換
気
に
も
ご
注
意
下
さ
い
。
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人
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き
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好
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本
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き
⑧

新
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本
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史
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老
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ど
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し
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子
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ネ
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な
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瀬
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内
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コ
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鷲
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家
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高
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治

貸
し
出
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は
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ひ
と
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3
冊

2
週

間
ま
で
で
、
無
料
で
す
。
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午
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初
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か
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腐
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白
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食

と

こ

ろ

魚
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市
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図
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講

師

脇

坂

正

夢

先
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(
川
柳
え
ん
ぴ
つ
編
集
長
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H月
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行

事

|

〔
マ
カ

ロ
ニ

工
作
〕

口
日
(
土

)
・
日
日
(
日

)3
時

l

(年
賀
状
作
り
〕

お
日
(
水

)
i
初
日
(
金

)
4
時

i

ー
ロ
月
の
行
事
|

〔
ク
リ
ス
マ
ス
会
〕
日
日
(
土

)
2
時

1

定
員
初
名
で
参
加
費
用
仰
向
を

そ
え
て

9
日
ま
で
申
し
こ
ん
で
く

だ
さ
い
。
(
但
し
、
全
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
)

〈
休
館
日
〉
毎
週
月
曜
日

・
祝
日

合
V

み
ん
な
守、い
っ
し
ょ
に
〆

ね
貯
の
お
し
ら
せ

6
日
(
火
)
え
い
が

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
物
語

日
日
(
火
)
こ
う
さ
く

お
ち
ば
で
つ
く
ろ
う

初
日
(
火
)
え
い
が

ゴ
ン
ザ
と
ソ
ウ
ザ

幻
日

(
火
)
こ
う
さ
く

ど
う
ぶ
つ

パ
ッ
ケ
ー
ジ

と

き

午

後

4
時

1
4
時
初
分

と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

対

象

幼

児

1
小
学
生

(材
料

・
お
金
は
い
り
ま
せ
ん

)

ワ
ー
プ
ロ
し教
室

。
期
間

口
月
日
日

1
日
月
眼
目

午
後

6
時
ぬ
分

1
8
時
初
分

O
受
講
料
無
料
(
但
し
テ
キ
ス
ト

代
実
費
)

O
定
員

初
名

O
申
し
込
み
先

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

宮

MA
|
9
5
7
9

日
月
の
市
民
会
館
催
物

学世音小車金2魚津市草田2 

行第 のなジ 砂

画全映議全親子民。青年育市少威

全 18却吹妻棄魚津

現子峡写会富車映劇場山

席 ，ど土合{井魚津市農協

梶謹更生士全3富県革田山4 尭量全アrノ上輩器庖)11 
{量の6 コにナパ

。ふれあ い謝感25
世抑小制回 ノけ e パ界 サ?っダ

定期植奏固 革・桂工葉高
物

|のちの い の年周記 名
ト街やム 寄っ

分間27 PM 25 PM ~ 23 PM PM 18 PM分AM11 PM 9 AM8 分 AM~3
I 12日 2日 l祝日 5 1日 1 I 10日 6日 10日 I 10祝日 と

5時0二ル 時日 時日 時時日 時時日 時金 時木 時日 き
I 1，--， I 30，--， 30 '--' 

関
-呂口円t子供席昌口-円-艦市-g口円t 席S理# 盤

鑑 五整 八共大入 (整 関 無
入

係 0 理 0 ・場券 無理 係 場。 0 小 料
料者 料 円券 円 人 )券 者 料

橋

後

記

集

今
年
の
運
動
会
、
ど
こ
へ
取
材
に

行
っ
て
も
耳
に
し
た
パ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ち
び
ま

る
子
ち
ゃ
ん
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
踊

る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
」
。

編
集
の
合
問
、
子
供
と
一
緒
に
、

初
め
て
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
を

見
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
庶
民
的
、
ス
ト
ー
リ
ー

の
ネ
タ
は
古
い
が
、
小
学
生
の
心
理

状
態
を
リ
ア
ル
に
微
妙
に
お
も
し
ろ

く
表
現
さ
れ
て
お
り
、
私
も
心
の
片

隅
に
あ
る
な
つ
か
し
い
思
い
出
の
一

ペ
ー
ジ
を
思
い
起
し
ま
し
た
。

(
M
)

3
歳
の
息
子
が
公
園
で
ど
ん
ぐ
り

を
拾
っ
て
き
ま
し
た
。「
ど
ん
ぐ
り
、

い
っ
ぱ
い
落
ち
て
た
よ
」
「
コ
マ
作
っ

て
や
ろ
う
か
」
「
ふ
ー
ん
、
ど
ん
ぐ
り

っ
て

コ
マ
に
な
る
が
ん
け
」

日
本
に
は
四
季
が
あ
り
ま
す
。
私

が
子
供
の
頃
は
、
遊
び
の
変
化
で
季

節
を
感
じ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
少
し
で
も
感
じ
て

く
れ
な
い
か
と
思
い
な
が
ら
、
見
映

え
の
悪
い
コ
マ
を
作
り
ま
し
た
。

も
う
そ
ろ
そ
ろ
酒
に
変
え
よ
う
か

な
:
・
私
が
秋
を
感
じ
る
時
で
す
。
(
Y
)

印刷/魚津印刷株式会社

人(前月対比)

(男)23，924 (+ 3 ) 

(女)25， 949 (+ 15 ) 

49，873 (+ 18) 

14，151世帯

ロ

編集/企画広報室

市の人
(10月1日現在)

世帯数

計

人口


